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科・診察開始時間／曜日 月 火 水 木 金 土

内　　科

午前 8:30 ～

西澤 京井 尾山 西澤 濱田 （第１、３）西澤

石田 石田 濱田 （第１､３）京井 循環器・高村 (9:00 ～） （第３、５）石田

循環器・楠目(９：00～) （第２､４､５）京井 呼吸器・田中(９：00～) （第１、５）濱田

神経内科・藤田
(９:30～)

午前 新患 /検診 /救急 新患/検診/救急(濱田) 新患/検診/救急(濱田) 新患/検診/救急(石田) 新患/検診/救急(濱田) 新患/検診/救急(石田)

午後 2:00 ～ 京井 西澤 石田 西澤

皮 膚 科
午前 木 9:00 ～ 落合 (9:00 ～ )

午後 月 2:00 ～ 清水 (2:00 ～）

外　　科

午前 8:30 ～ 菅谷 菅谷 菅谷 菅谷 消化器･橋本(9:00～) 菅谷

午後 2:00 ～
菅谷 菅谷 *( 手術予定 ) 菅谷 （第2､3､5）菅谷

(第３)心臓血管・町田
（２：30～）

整形外科
午前 8:30 ～ 森川 森川 森川 森川 森川 森川

午後 1:30 ～
2:00 ～

市堰 (1:30 ～）
森川 (2:00 ～） *( 手術予定 ) *( 手術予定 ) 市堰 (1:30 ～）

森川 (2:00 ～）

眼　　科 午後 2:15 ～ 山下 森

歯科口腔外科
午前 8:30 ～ 石宮 小林 舩木

午後 1:30 ～ 石宮 小林 舩木

○ 日曜､祝日､第２､第４土曜日は休診です。急患､その他やむをえない時は､この限りではありません。　　*手術がない日は、診療を行います。
○ 受付時間　月曜日～金曜日　　　　午前８時15分～11時30分　　午後１時～４時30分
　　　　　 　土曜日（第１、３、５） 午前８時15分～11時30分
○ 歯科口腔外科は予約制です。禁煙外来は、毎週火曜日の午後１時30分～２時30分まで行っています。

宝達志水病院 外来診療体制 　　令和５年５月現在
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う
ら
ら
か
な
風
に
誘
わ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
先
に
行
わ

れ
たW

B
C

で
は
侍
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
勇
気
と
感
動
を
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
感
動
の
余
韻
の
中
、
新
年
度
を
迎
え
、
私
は
こ
の
４

月
よ
り
総
看
護
師
長
の
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
た
世
の
中
も
少
し
ず
つ
以

前
の
日
常
を
と
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
５
月
か
ら
の
感
染
症
の

５
類
へ
移
行
に
伴
い
、
患
者
様
や
そ
の
ご
家
族
が
戸
惑
う
事
な
く
当
院
で
の
診
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
入
職
し
て
36
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
地
域
の
み
な
さ
ま
に
信
頼

さ
れ
る
病
院
で
あ
る
た
め
、
西
澤
院
長
は
じ
め
全
職
員
で
力
を
合
わ
せ
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
さ
な

が
ら
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
よ
り
良
い
医
療
・
看
護
を
提
供
し
、
患
者
様
、
ご
家
族
に
感
動

を
与
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
看
護
の
道
に
進
ん
だ
初
心
に
も
ど
り
、
気
負
う
こ
と
な
く

残
り
の
看
護
人
生
を
精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 　

今
年
の
春
は
、
久
し
ぶ
り
に
桜
の
木
の
下
で
花
見
の
宴
会
を
行

う
人
々
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
年
間
続
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
終
わ
り
、
と
は
残
念
な
が
ら
言
え

ま
せ
ん
が
、
新
し
い
付
き
合
い
方
の
始
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
５
月

８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
感
染
症
と
し
て
の
指
定
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
重
症
化
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
感
染
力
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

よ
り
は
高
く
、
院
内
感
染
が
起
こ
り
や
す
い
点
が
、
病
院
や
施
設
に
と
っ
て
悩
ま
し
い
問
題

で
す
。面
会
制
限
な
ど
病
院
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
か
、慎
重
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
た
な
職
員
を
迎
え
入
れ
、
病
院
と
し
て
更
に
一
歩
前
進
で
き
る
よ
う
話
し

合
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
中
核
と
な
る
総
師
長
と
事
務
局
長
が
交
代
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
例
年
以
上
に
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
信
頼
で
き
る
病
院
へ
さ
ら
に
成
長
す
る

チ
ャ
ン
ス
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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スタッフ手作りの桜でお花見気分♪

火災想定での消防訓練を実施
　３月23日、３階の洗濯室乾燥機から火災が発
生したという想定で消防訓練を行いました。参加
者は真剣な面持ちで消防署への通報や、消火器・
消火栓を使った初期消火訓練などに取り組みまし
た。
　今後も、より実践的な想定での訓練を行い、職
員一人ひとりの防災や防火に対する意識向上と
日々の安全確保に努めていきます。

通報訓練

４月から
土曜診療日変更のお知らせ

(３月まで)　第２､４､５土曜日
(４月から)　第１、３、５土曜日

に変更になりました

マスク着用のお願い
　３月13日よりマスクの着用は個人の判断
が基本ですが、重症化リスクの高い人への感
染防止および院内感染防止の観点から、外来
受診など当院来院時にはこれまでどおりマス
クの着用にご協力をお願い
します。放水訓練
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ニューフェイスニューフェイスニューフェイス
①趣味　②好きな有名人　③ひと言①趣味　②好きな有名人　③ひと言①趣味　②好きな有名人　③ひと言嚥下内視鏡検査について               内科医長　濱田　純里

えん　　げ

　当院では2021年から嚥下内視鏡（鼻咽頭ファイバースコープ）を導入しています。
　嚥下内視鏡検査とは、太さ3mm、長さ30cmほどの内視鏡カメラを鼻から入れた状態で実際に食物を食べてい
ただき、飲み込みの不具合がないか、食事の内容が飲み込みの力とあっているかどうかなどを確認するものです。
現在は誤嚥性肺炎や長期絶食による嚥下障害がある方を対象に検査を行っており、毎週水曜日もしくは木曜日の
午後、不定期に開催しております。2022年度は20件程度の実績があります。内視鏡自体が小さく軽いこと、モニ
ターも通常のノートパソコンを使っているので簡単に持ち運びができることなど、通常の内視鏡よりも機動性が高
いことがメリットです。
　2015年頃まで、誤嚥性肺炎治療の最初の一手は「食事を止めるこ
と」でした。現在は、数日の絶食でも飲み込みの力が落ちてしまうの
で、なるべく早く、誤嚥しにくい食事を食べていただくことが必要だ
といわれています。それでも熱による消耗や意識朦

もうろう

朧で、食事を満足
に取れない方がいます。そのような方へ、嚥下機能評価を行った上で、
摂食機能療法という訓練を行い、食事の内容を少しずつ実践的なもの
へ切り替えています。
　入院中の方が対象になることが多いのですが、時間さえ合えば外来受診の方にも日帰りで実施できるものだと
思っています。食事中のムセが多い方、食事を食べるのに長い時間かかってしまう方、食べることを途中で止めて
しまう方などは、喉の力が落ちてすぐに疲れてしまうため（いわゆる「フレイル」）、通常の方より誤嚥を起こし
やすい状態です。検査をご希望の方は、外来受診の際にご相談をしてくださると嬉しいです。

　糖尿病は、血管の病気とも言われています。腎臓は血液をきれいにするためにとても多くの血液が流れている臓

器で、糖尿病により血糖が高い状態が続くと障害され、それが糖尿病性腎症です。最初は尿にタンパクが出てくる

ようになり、徐々に増えていきますが、長い間無症状で経過します。やがて、血液のタンパクが下がるほど、尿

から出るタンパクが増えると、足のむくみで気づくことになります。ここまで来ると、

血液検査で腎臓の項目に異常がみられることになり、悪化を止めることが難しくなり

ます。

　早期に気づくには検査が必要で、血液中のタンパクで最も多いアルブミンというタ

ンパクの尿に出てくる量を測ります。この量があまり多くない時期であれば、食事療

法を行い糖尿病や血圧のコントロールが良くなれば、腎症も改善することが期待でき

ます。腎臓は、病気のない方でも年齢とともに機能が低下する臓器です。時々、検査

を受けるようにしましょう。

糖尿病の検査 糖尿病委員会

～糖尿病性腎症の早期発見のための尿アルブミン検査～

令和４年度
看護研究発表を開催

看護部

　令和５年３月３日、看護研究発表会を開催しました。
今年度は石川県立看護大学の瀬戸清華先生にご指導を
いただき、各部署から４演題の発表がありました。

外　来　当院における定期通院中断患者の実態調査
　　　　～治療継続推奨のための取り組み～
１病棟　とろみ調整食品に関する意識調査と、とろみ

付けの手技統一に向けた取り組みの効果
１病棟　身寄りのない独居高齢者の退院支援について
２病棟　医療療養病棟における看護師・看護補助者の

ストレスの実態調査

院内研修
衛生委員会　職員研修

　職員の健康管理の推進・増進を目的とした衛生委員
会主催の研修が２月２日に開催されました。清金理学
療法士が自身の体験を基に「知れば変わる！ダイエッ
トの基本～効率的な運動で無理のない減量を～」と題
した講義を行いました。
　自分の健康について考える有意義な研修となりまし
た。

臨床検査技師　大
おおや

家 一
かず き

輝
①　映画鑑賞
②　大谷翔平
③　４月から検査室で勤務させていただきま
す。皆さまに早く名前を覚えてもらえるよう

に頑張ります。不慣れなところも多々ありますがよろしくお
願いします。

診療放射線技師　長
ながい

井 千
ち え

絵
①　YouTube鑑賞
②　Ado
③　昨年７月に会計年度任用職員として放射
線部に入職し、４月から正職員として勤務さ

せていただいています。笑顔と感謝の気持ちを忘れず業務に
励んで行きますので、どうぞ宜しくお願いいたします。

看護補助者　上
うえの

野 優
ゆう こ

子
①　読書
②　中条あやみ
③　昨年７月から１病棟で看護補助者として
勤務させていただいています。まだまだ業務

を覚えることで精一杯ですが、少しでも早く皆様のお役に立
てるよう頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。

事務局　主幹　松
まつもと

本 宗
むねひさ

久
①　読書
②　ティモンディ
③　４月から病院事務局に配属させていただ
くことになりました。病院事務局配属は初め
てですが、一日も早く業務に慣れて、基本理

念「患者さんに優しく信頼される病院づくり」に貢献できる
よう頑張りますのでよろしくお願いいたします。

事務局　主事　ヤスカワ知
ち え

恵
①　音楽・動画鑑賞
②　幾田りら
③　４月から病院事務局に勤務させていただ
いております。病院勤務は初めてで分からな

いことも多いですが、一日でも早く病院に貢献できるよう頑
張っていきたいと思います。よろしくお願いします。

事務局長　森
もりた

田 哲
てつ や

也
　４月から事務局長を拝命し、病院の健全
運営に誠心誠意で望みたいと思っています。
そのためには、職員の安全面を重視し働き
やすい環境づくりが大切だと思っています
ので、少しでも実現できるように頑張りた
いと思います。

事務局長就任のあいさつ
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う
ら
ら
か
な
風
に
誘
わ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
先
に
行
わ

れ
たW

B
C

で
は
侍
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
勇
気
と
感
動
を
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
感
動
の
余
韻
の
中
、
新
年
度
を
迎
え
、
私
は
こ
の
４

月
よ
り
総
看
護
師
長
の
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
た
世
の
中
も
少
し
ず
つ
以

前
の
日
常
を
と
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
５
月
か
ら
の
感
染
症
の

５
類
へ
移
行
に
伴
い
、
患
者
様
や
そ
の
ご
家
族
が
戸
惑
う
事
な
く
当
院
で
の
診
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
入
職
し
て
36
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
地
域
の
み
な
さ
ま
に
信
頼

さ
れ
る
病
院
で
あ
る
た
め
、
西
澤
院
長
は
じ
め
全
職
員
で
力
を
合
わ
せ
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
さ
な

が
ら
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
よ
り
良
い
医
療
・
看
護
を
提
供
し
、
患
者
様
、
ご
家
族
に
感
動

を
与
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
看
護
の
道
に
進
ん
だ
初
心
に
も
ど
り
、
気
負
う
こ
と
な
く

残
り
の
看
護
人
生
を
精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 　

今
年
の
春
は
、
久
し
ぶ
り
に
桜
の
木
の
下
で
花
見
の
宴
会
を
行

う
人
々
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
年
間
続
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
終
わ
り
、
と
は
残
念
な
が
ら
言
え

ま
せ
ん
が
、
新
し
い
付
き
合
い
方
の
始
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
５
月

８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
感
染
症
と
し
て
の
指
定
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
重
症
化
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
感
染
力
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

よ
り
は
高
く
、
院
内
感
染
が
起
こ
り
や
す
い
点
が
、
病
院
や
施
設
に
と
っ
て
悩
ま
し
い
問
題

で
す
。面
会
制
限
な
ど
病
院
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
か
、慎
重
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
た
な
職
員
を
迎
え
入
れ
、
病
院
と
し
て
更
に
一
歩
前
進
で
き
る
よ
う
話
し

合
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
中
核
と
な
る
総
師
長
と
事
務
局
長
が
交
代
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
例
年
以
上
に
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
信
頼
で
き
る
病
院
へ
さ
ら
に
成
長
す
る

チ
ャ
ン
ス
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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スタッフ手作りの桜でお花見気分♪
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　３月23日、３階の洗濯室乾燥機から火災が発
生したという想定で消防訓練を行いました。参加
者は真剣な面持ちで消防署への通報や、消火器・
消火栓を使った初期消火訓練などに取り組みまし
た。
　今後も、より実践的な想定での訓練を行い、職
員一人ひとりの防災や防火に対する意識向上と
日々の安全確保に努めていきます。

通報訓練

４月から
土曜診療日変更のお知らせ

(３月まで)　�H���J���J���T�5�Ô

(４月から)　�H�
�z���z���T�5�Ô
に変更になりました
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　３月13日よりマスクの着用は個人の判断
が基本ですが、重症化リスクの高い人への感
染防止および院内感染防止の観点から、外来
受診など当院来院時にはこれまでどおりマス
クの着用にご協力をお願い
します。放水訓練


